
極
楽
に
対
す
る
地
獄
の
そ
の
語
源
は
、

梵
語
の
捺
落
迦

(N
a
ra
k
O

と
も
泥
黎

(X
l
E
)
と
も
泥
避
夜

(3
口
j
)
と
も
い
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
我
々
の
立
っ

て
い
る
大
地
の
下
に
あ
る

「
地
下
の
牢
獄
」
で
あ
り
、
△
衆
生
が
生
前
の
悪
業
に
よ

っ
て
懲
罰
を
受
け
る
場
所
▽
と
仏
教
で
は
説
い
て
い
る
。

で
は
、
ど
う
し
て
我
々
が
我
々
の

賠

で
接
し
て
い
る
地
下
の
世
界
が
地
獄
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
下
の
世
界
が
死
者
を
葬
る
場
所
で
あ

り、死者
が肉体
とは別
の人格的霊魂―
死霊
の住む場所
と考えられ、そ

れ
を
恐
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

我
々
が
立

っ
て
い
る
大
地
は
、
万
物
の
母
で
あ
り
、
人
間

・
動
物

・
植
物
等
す
べ

て
の
も
の
が
生
息
し
、
寿
命
尽
き
れ
ば
万
物
の
母
な
る
大
地
の
懐
に
還
え

っ
て
ゆ
く

口‥【木
近
代
小
説
の
背
骨

(1)

ジ

ュ
メ
ー
声
で
は
ク
タ
ヌ
ギ

ア

　

(
K
u
r
u
n
　g
i
a
j

カ
タ
デ

ィ
ア
で
は

ア

ラ
タ

　

(A
ra
110

イ
ご
フ
エ
タ
で
は
ジ
ェ
オ
ー
タ

　

(̀
&
’)

ギ

リ

シ
ア
で
は

(
デ

ス

　

{}’r
l
)

ゲ

ル

マ
ン
で
は

へ
R　

l
h
e
l
j

日
本
で
は
夜
見

(
ヨ
ミ
)

-

`

J

　　　　　

一

’

`

　　　　　

ノ

・

　　　　　

`

日

本

近

代

小

説

の
背

1　

-
佛教的思念
(特
に地獄)
に
ついてI

藤

　　

井

　　

了

　　

諦

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
人
間
は
百
%
死
を
免
れ
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
死
が
訪

れ
た
時
、
こ
の
大
地
に
埋
め
ら
れ
地
下
の
世
界
に
入
る
の
だ
と
感
じ
た
時
、
切
実
な

も
の
と
し
て
身
近
か
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
地
獄
思
想
の
発
生
と
、
歴
史
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
諸
資
料

を
参
考
に
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

一、古代宗教1
地獄は冥界
のイ
メージ
が強
い。

(2)(6)
二
、
地
獄
思
想
は
、
メ
ソ
ポ
ク
ミ
ヤ
地
方
に
発
生
し
た
。

五
九

(5)

死
者
の
行
き
場
と

し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。

(3)(4)



バ

ビ

ロ

ニ
ア

ア

ッ
シ
リ

ア

の

ア

ラ

ッ
タ

ー

ヘ
プ

ラ
イ
族
の
ジ
ェ
ー
オ
ー
タ

六
〇

悶

　

西
暦
二
・
三
世
紀
頃
か
ら

「
正
法
念
処
経
」
「
倶
舎
論
」
「
観
佛
三
昧
経
」

「
長
阿
含
経
」
等
多
く
の
佛
典
に
整
理
さ
れ
た
地
獄
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
が
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
仏
教
自
体
か
ら
地
獄
思
想
が
発
生
し
た
の

で
は
な
く
、
ヒ
ン
ド
ウ
教
や
イ
ーブ
ン
方
面
の
諸
宗
教
の
影
響
で
あ

る

こ

と

だ
。

四
、
中
国
に
お
け
る
地
獄
思
想

田

　

中
国
で
は
地
獄
思
想
と
い
う
形
で
な
く
、
善
悪
応
報
と
い
う
表
現
で
早
く

か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
易
に

「
積
善
の
家
に
は
必
ず
除

慶
あ
り
、
積
不
善
の
家
に
は
必
ず
除
侠
あ
り
」
と
あ
り
、
又
同
じ
易
に

「
善

を
積
ま
ず
ん
は
以
て
名
を
成
す
に
足
ら
ず
、
悪
を
積
ま
ず
ん
ば
以
て
身
を
亡

ぼ
す
に
足
ら
ず
云
々
」

　

(繋
辞
傅
下
)
と
あ
り
、。
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
の

考
え
は
佛
教
の
影
響
に
よ
る
こ
と
な
く
、
現
世
応
報
の
考
え
を
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。

これらをみると、
あ
の世-
来世を考え
ていた
ことが分
る。
し

か
し
、
そ
の
後
中
国
で
は

「
天
は
常
に
善
人
に
典
み
す
」
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
前
漢
の
司
馬
遷
な
ど
は
伯
夷

・
叔

膏
の
不
運
を
嘆
き
不
満
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
反
論
も
、
禍
福
は

現
世
に
限
ら
な
い
し
、
何
を
基
準
に
福
と
い
い
禍
と
い
う
の
か
と
い
っ
た
精

神
面
の
福
が
論
じ
ら
れ
下
火
に
な

っ
た
。

図

　

一
方
、
中
国
に
は
古
く
か
ら
泰
山
府
君
の
冥
府
信
仰
が
あ
っ
た
が
、
五
世

記
頌
か
ら
仏
蔵
の
地
獄
1
　摺
が
入

っ
て
き
七
七
訪
こ
I、
冥
府
思
仰
は
衰
徽
し

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

田

　

シ
ュ
メ
ー
ル
族
の
間
に

コ
戻
る
こ
と
の
な
い
国
」

　

(地
下
の
陰
気
な
国
)

の
信
仰
が
あ

っ
た
。

心　　　　 /

両
者
の
違
い
¥
ヒ
ン
ド
ウ
教
=
死
後
審
判
の
場
所

盲
獄
)
/
仏
教
=
業
報
思
想
に
基
ず
い
て
報
い
を
受
け
る
場
所

4

1
　
X

　

j

　

”
r”
‘i’‘

　　　　

’

一

　　　　

1

　　

一

一

‐

四
j

9

　

ギ
リ
シ
ア
人
の
信
じ
た
地
獄
(
I
デ
ス

　　　

セ
ム
族
の
地
獄
思
想
を

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
幽
府

(
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
)
}
背
景
に
成
立

間

　

シ
ュ
メ
ー
ル
族
の
間
に
神
話

「
イ
ナ
ン
ナ
女
神
の
冥
府
遍
歴
」
が
あ
る
。

困

　

バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
、
右
の
神
話
を
受
け
継
ぎ

「
イ
ジ
ュ
タ
痢
女
神
の
冥
界

の
下
降
」
と
し
た
。

㈲

　

さ
ら
に
、
そ
の
伝
承
が
ギ
リ
シ
ア

ー
ロ
ー
マ
に
伝
え
ら
れ
、
い
く
つ
か
の

「
冥
界
遍
歴
」
の
説
話
を
生
ん
だ
。

㈲

　

十
三
世
紀
に
ダ
ン
テ
の

「
神
曲
」
の
地
獄
篇
と
な
っ
た
。

三
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
獄
信
仰

こ
の
国
に
は
、
も
と
も
と
地
獄
信
仰

(死
后
審
判
も
含
め
て
)
は
な
く
、
後

期
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献

(西
紀
前
七

・
八
世
紀
以
降
)
に
地
獄
に
関
す
る
事
項
が
初

め
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
文
献
で
は

「
地
獄
遍
歴
譚
」
が
物
語
化
さ
れ
て
い
る
。

田

　

イ
ン
ド
で
は

「
地
獄
と
死
後
審
判
思
想
」
は
ヒ
ン
ド
ウ
教
に
伝
承
さ
れ
、

こ
の
影
響
を
受
け
て
仏
教
が
地
獄
思
想
を
と
り
入
れ
た
。

と
共
に
セ
ム
族
が
持

っ
て
い
た

地
獄
思
想



な

ぞ
O
後
八
世
紀
前
半
に
な
。
て
敦
煌
変
文
の
「目
蓮
変
文
」
な
ど
に
地

獄
が
描
写
さ
れ
以
後
次
第
に
地
獄
思
想
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

卯

　

中
国
の
地
獄
は
、
中
国
人
の
道
教
的
な
空
想
に
改
変
さ
れ
、
地
獄
の
冥
官

や
獄
卒
た
ち
も
中
国
の
風
俗
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
中
国
式
地
獄

で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
日
本
の
地
獄
思
想

印

　

上
代
日
本
に
あ

っ
て
は
、
地
獄
と
し
て
よ
り
も
冥
界
と
し
て
夜
見
国

(黄

泉
国
)
が
存
在
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
誰
も
が
指
摘
す
る

「
古
事
記
」
の

是
に
其
の
妹
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
ひ
て
、
黄
泉
国
に
追
ひ
往
き

き
。
爾
に
殿
の
膝
戸
よ
り
出
で
向
か
へ
し
時
、
伊
邪
那
岐
命
、
語
ら
ひ
詔

り
た
ま
ひ
し
く
、

「
愛
し
き
我
が
那
通
妹
の
命
、
吾
と
汝
と
作
れ
る
国
、

未
だ
作
り
竟

へ
ず
。
故
、
還
る
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
伊
邪
那

美
命
答

へ
白
し
し
く
、

「
悔
し
き
か
も
、
速
く
来
ず
て
、
吾
は
黄
泉
戸
喫

為
つ
。
然
れ
ど
も
愛
し
き
我
が
那
勢
の
命
入
り
来
坐
せ
る
事
恐
し
。
故
、

還
ら
む
と
欲
ふ
を
、
且
く
黄
泉
神
と
相
論
は
む
。
我
を
な
視
た
ま
ひ
そ
」

と
ま
を
し
き
。
如
比
白
し
て
其
の
殿
の
内
に
還
り
入
り
し
間
、
甚
久
し
く

て
待
ち
難
た
ま
ひ
き
　0
故
、
左
の
御
豆
良
に
刺
せ
る
湯
津
津
間
櫛
の
男
柱

一
箇
取
り
閥
き
て
、

一
つ
火
燭
し
て
入
り
見
た
ま
ひ
し
時
、
宇
士
多
加
礼

き
魯

を
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る
・
勿
論
、
こ
の
話
は

「
モ
ガ
リ
」
の
行
事
に
根
ざ
し

た
話
で
あ
り
、
上
代
日
本
人
が

「
人
間
は
死
ぬ
」
と
視
、
死
体
を
凝
視
し
た
場

面
で
あ
る
。

②

　

こ
の
死
体
の
凝
視
は
、
や
が
て

「
死
」
に
対
す
る
恐
怖
に
か
わ
り
、
そ
の

恐
怖
を
理
性
の
判
断
に
よ
っ
て
得
た
概
念
で
イ
デ
ア
化
し
た
も
の
が
日
本
霊

異
記
で
、
初
め
て

「
閻
魔
王
」
が
こ
こ
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
地
獄
が
描

か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
二

・
三
を
示
す
と
、

イ
、

「
往
く
前
に
極
め
て
熱
き

鉄

の
柱
立
て
り
。

『
柱
を
抱
け
』
と
い

4　

4
j

l
j

　　

42
14
22
4
ぐ
さ
り

　　

の

こ

ふ
。
光
、
就
き
て
柱
を
抱
け
ば
、
肉
皆
絹
け
爛
れ
、
唯
骨
瑛
の
み
存
れ

り
。
歴
る
こ
と
三
日
、
使
、
弊
れ
た
る
笥
を
以
て
、
其
の
柱
を
撫
で
て

『
活
き
よ
活
き
よ
』
と
言

へ
ば
、
故
の
如
く
1　
生
く
。
又
北
を
指
し
て

往
将
く
に
、
先
に
倍
勝
り
て
熱
き

銅

の
柱
立
て
り
。
極
め
て
熱
き
柱

に
し
て
、
悪
に
引
か
れ
、
猶
就
き
て
抱
か
む
と
欲
ふ
。

言

は

く

『
抱

け
』
と
い
ふ
。
即
ち
就
き
て
抱
け
ば
身
皆
爛
れ
鋪
く
。

許
呂
呂
岐
且
、
頭
に
は
大

雷

居
り
、
胸
に
は
火

雷

居
り
、
腹
に
は
黒

雷
居
り
、
陰
に
は
柝
雷
居
り
、
左
の
手
に
は
若
雷
居
り
、
右
の
手
に
は
土

雷
居
り
、
右
の
足
に
は
伏
雷
居
り
、
井
せ
て
八
は
し
ら
の
雷
神
成
り
居
り

日
木
近
代
小
説
の
背
骨

口
、
又
僧
景
戒
が
夢
に
見
る
事
、
延
暦
七
年

戊

辰

の
春
三
月
十
七
日
乙

丑
の
夜
夢
に
見
る
。
景
戒
が
身
死
ぬ
る
時
に
、
薪
を
積
み
て
死
せ
る
身

を
焼
く
。
爰
に
景
戒
が
魂
神
、
身
を
焼
く
辺
に
立
ち
て
見
れ
ば
、
意
の

如
く
焼
け
不
る
な
り
。
即
ち
自
ら
格
を
取
り
焼
か
る
ゝ
己
が
身
を
東
宝

キ
挽
に
串

キ
、

返
し
焼
く
。
先
に
焼
く
他
人
に
云
ひ
教

へ
て
言
は
く

カ

ナ

(
フ
タ

シ
)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あ

し
ひ
ざ
ふ
し

　　　

カ

ヒ
ナ

『
我
が
如
く
能
く
焼
け
』
と
い
ふ
。
己
が
身
の
脚
膝
節
の
骨
、
腎
、
頭
。

六

一



ノ

ノ

　　

‘一

ニ

ダ

　　

ヲ

　　　

シ
た
ま

た

ま

　　

レ
パ

ク

　　

ノ

フ
ガ

ニ

此
中
罪
人
互
常
懐
二
害
心
一。

若

適

相
見

如
二猟
者
逢
り
鹿

口
、
初

等
活
地
獄
者

ナ
リ

由
旬
。

施
の
行
を
修
せ
不
。
鄙
な
る
か
な
我
が
心
、
微
し
き
か
な
我
が
行
。」

と
な
る
が
、
こ
の
場
合
の
地
獄
で
の
責
苦
は
比
較
的
軽
い
。
と
こ
ろ
が

倒

　

平
安
時
代
に
入
っ
て
恵
信
僧
都
(源
信
)
が

「
往
生
要
集
」
を
著
わ
し
て
、

各
種
の
御
経
の
地
獄
を
整
理
し
詳
し
く
分
り
易
く
し
て
か
ら
、

一
般
に
広
く

流
布
さ
れ
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
が
、
こ
の
往
生
要
集
に
よ

っ
て
地
獄
の
概

要
が
明
確
化
さ
れ
、
単
純
化
さ
れ
残
酷
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
時
の
人
を
恐
怖
に
お
と
し
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、

例
え
ば

「
枕
草
子
」
で
清
少
納
言
は

御
仏
名
の
ま
た
の
日
、
地
獄
絵
の
屏
風
と
り
わ
た
し
て
、
宮
に
御
覧

ぜ
さ
せ
奉
ら
せ
給
ふ
。
ゆ
ゆ
し
う
、
い
み
じ
き
こ
と
か

ぎ

り

な

し
。

「
こ
れ
見
よ
、
見
よ
」
と
お
ほ
せ
ら
る
れ
ど

「
さ
ら
に
見
待
ら
じ
」
と

て
、
ゆ
ゆ
し
さ
に
う

へ
や
に
か
く
れ
ふ
し
ぬ
。

(
八

一
段
)

と
い
っ
て
い
る
。
で
は
、
往
生
要
集
の
地
獄
に
つ
い
て
そ
の

一
部
を
紹
介
し

て
み
よ
う
。

各

以
二
鉄
爪
一而
互
Ⅲ

裂
。
血
肉
既
尽
唯
有
二
残
骨
・。

或
獄
卒

　

手

啓
一鉄
杖
鉄
棒
一従
y頭
至
y
足
遍

皆
打
築
。

身
娃
破
砕

　

猶
如
二
沙

た
ん

ノ

　　

(

テ

　

メ
テ
す
る
ど
キ

フ

　　

と

さ

ク

コ
ト

ヲ

ン

ち

ゅ
う
し

や
ノ
ほ

ふ
ル

　　

ヲ

瑞
一

　

或
以
二
極

利

刀
一分
分
割
・

肉
如
三
厨

者

屠
二
魚
肉
一。
涼
風

在
二
於
此
閻
浮
提

下

一
千
由
旬
・。

　

縦
広

一
万

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

皆
焼
か
れ
て
断
れ
落
つ
。
」

(
、
俗
家
に
居
て
、
妻
子
を
蓄

へ
養
ふ
物
無
く
、
菜
食
無
く
塩
無
く
、
衣

無
く
薪
無
し
。
毎
に
万
の
物
無
く
し
て
、
思
ひ
愁

へ
て
、
我
が
心
安
く

あ
ら
不
。
諾
も
復
飢
ゑ
寒
い
、
夜
も
復
飢
ゑ
寒
ゆ
。
我
、
先
の
世
に
布

六

二

大
叫
喚

　

六

焦
熱

一

　

等
活

　

二

黒
縄

　

三

衆
合

　

四

叫
喚

　

五

七

大
焦
熱

ニ
ハ

ひ

げ

ん
ナ
リ

ハ

無
間
。

ニ

　

キ

　

ヲ

こ
が

シ

ヲ

　　　

ン

　

リ

身
一焼
’
肉
焦
’
骨
楚
毒
紐
y
極
。

(己
上
喩
伽
論
知
度
論
)

こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
て
も
、

「
往
生
要
集
」
の
地
獄
は
因
果
応
報
を
主
と
し

て
お
り
、
こ
れ
を
通
し
て
念
仏
行
の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
註
1

　

宗
教
学
辞
典

(東
京
大
学
出
版
会
)

”
註
2

・
3

　

地
獄
と
極
楽
1
岩
本
谷

(伝
栽
と
澗
代
第
2

　1
1
忿

横

　

無
数

　

駈
二
罪
人
一令
・

入
二
其
中
一
悪
風

1　

吹
交
一一落

其

お
り

り

え

ど

　　　

レ

　　　

ク

　

キ

コ
ト

　　

モ

シ

　　

ス

厭
離
獄
土
者

　

夫
三
界
蛙
に
安

　　

最
可
二
厭
離
‘。

今

カ
サ

パ

ノ

ヲ

　　

ジ
テ

リ

　　　　　　

ニ

(

　　　　

‘
一
(

　　

’

‘
一

(

　　　

‘
一

(

明
二
其
相
一

　

惣

有
二
七
種
「

　

一

　

地
獄

　

二

餓
鬼

　

三
畜
生

　

四

-
一

〈

　　

‘
一

(

　　　

二
(
そ
う
け
つ
ナ
リ

　　　

ノ

　　

(

　　

チ

テ

ス

　

ト

阿
修
羅

　

五

人

　

六

天

　

七

惣
結
。

　

第

一
地
獄
亦
分

為
‘
八
。

イ
、
大
文
第

一

ノ

ニ

　

テ

　　

ノ

ヲ

　　

ニ
す
み
う
チ

ヲ

テ

熱
鉄
地
一以
一熱
鉄
縄
一縦
横
排
・身
以
二熱

f

(

ク

或

云
。

空
中

リ

キ

つ

イ
デ

ュ
よ
み
か

ヘ
ル

ン

も
と
ノ

　

く

つ

　　

タ

キ

ク

　

ノ

ク

　

ヲ

来
吹
尋

　　

活

　

如
’
故
。

鍬
然
復
起
如
」
剛
受
’。苦
。

ヒ
テ

‘{

リ

ク

　　

(

テ

随
y
縄
切
割
。

或
以

有
・
声
云
。
此

諸

有
情
可
y
還
二等

活
一。

或
云
。

獄
卒
以
二
鉄
叉
一

打
’
地

　

唱

云
二
活
活
一如
・
是
等
苦
不
’
可
二
具

述
一。

(
己
上
依
二
智
度
論
喩
伽
論
諸
経
要
集
一撰
y
之
。
)

(
、
二
黒
縄
地
獄
者
在
二
等
活
下
一。縦
広
同
・前
。
獄
卒
執
二
罪
人
一

　

臥
二



意
1

「
地
獄
耳
」
。

㈲
悪
業
が
深
い
意
1

「
地
獄
腹
」
。

困
悪
事
を
は
た
ら
く
意

1

「
獄
道
」
(「
極
道
」
と
も
書
く
)。

国
景
観
か
ら
I

「
地
獄
」

―
(今成
元昭氏
「暮らし
に生
き
る仏
教
語」
に拠
る。
(有
斐閣新書
))

近
代
に
入
る
と
、
欧
米
の
新
文
化

・
新
知
識
の
流
入
に
よ
っ
て
、
因
果
応
報
説
は

薄
れ
、
僅
か
に
節
分
の
豆
ま
き
に
鬼
が
登
場
す
る
程
度
で
、
む
し
ろ
今
日
で
は

一
種

の
玩
具
に
さ
え
な
り
地
獄
思
想
は
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

註
4

　

支
那
思
想
史
-
平
原
北
堂
著

(勅
語
御
下
賜
記
念
事
業
部
刊
)

註
5

　

往
生
要
集
の
イ

ー
ロ
ー
(
の
読
み
方
は

「
源
信

　

往
生
要
集
-
花
山
勝
友
訳
」

(徳
問
書
店
)
但
し
送
仮
名
は
筆
者
が
施
す
。

一

一

地
獄
信
仰
が
発
生
し
、
そ
の
地
獄
は
我
々
の
生
存
す
る
社
会
と
同
じ
よ
う
に
実
存

す
る
と
素
朴
に
考
え
ら
れ
て
い
た
頃
と
違

っ
て
、
現
代
は
す
べ
て
の
面

が
進
歩

し

て
、
地
獄
と
い
え
ば
何
と
な
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
た
自
分
達
と
は
関
係
の
な
い

も
の
の
よ
う
に
思
い
、

「
今
の
科
学
の
世
に
地
獄
な
ん
て
」
と
理
解
さ
れ
な
い
の
が

普
通
で
あ
る
。

し
か
し
、
如
何
に
科
学
が
進
歩
し
、
科
学
万
能
時
代
が
お
と
ず
れ
よ
う
と
も
、
百

パ
ー
セ
ン
ト
死
か
ら
人
間
は
免
れ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
同
時
に
人
間
は
老

・
病

か
ら
も
免
れ
な
い
こ
と
は
、
四
苦
八
苦
の
姿
を
冷
静
に
凝
視
し
て
出
家
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
釈
尊
の
時
代
か
ら
、
ず

っ
と
少
し
も
変
わ

っ
て
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
文

明
の
進
歩
は
、
自
動
車
や
飛
行
機
に
よ
る
事
故
死
や
、
公
害
病
患
者
を
増
や
し
て
さ

え
い
る
。
人
類
の
悲
願
で
あ
る
平
和
を
希
求
し
つ
つ
、
他
方
で
原
爆
や
水
爆

・
ミ
サ

イ
ル
が
増
え
、
軍
事
拡
大
に
狂
奔
し
、
世
界
各
地
で
争
い
が
絶
え
ず
し
て
多
く
の
尊

い
人
命
が
失
な
わ
れ
、

不
安
は
少
し
も

解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
世
界
の
現
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
三

源
信
の
著

「
往
生
要
集
」
は
、
善
因
善
果

・
悪
因
悪
果
と
い
う
因
果
説

に
よ

っ

て
、
多
く
の
膨
大
な
経
典
を
引
用
し
て
地
獄
を
説
明
し
、
念
仏
及
び
極
楽
往
生
に
対

す
る
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
、
当
時
の
末
法
説
と
あ
い
ま
っ
て
非
常
に
多
く
の
人
々

に
関
心
を
持
た
れ
、
地
獄
の
世
界
に
畏
怖
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
多
く
の
地
獄
図

が
描
か
れ
も
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
地
獄
は
民
衆
の
中
に
溶
け
こ
ん
だ
。
が
、
実
体
は

極
楽
往
生
の
手
段
と
し
て
、
念
仏
専
修
の
方
便
と
し
て
当
時
は
地
獄
が
説
か
れ
、
中

世
に入
って戦争
にぶちあたり戦争―
修羅
場と考
え、地
獄は人間
の心
に

存
在
す
る
も
の
と
の
考
え
に
変
わ
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
に
入
る
と
、
徳
川
三

百
年
の
太
平
の
夢
は
、
そ
の
地
獄
を
象
徴
的
に
捉
え
、
見
せ
物
と
し
て
見
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
寺

・
社
の
縁
日
や
祭
に
小
屋
掛
け
で
因
果
応
報

・
輪
廻
思
想
を
色

々
な
形
で
見
せ
た
た
め
に
、
地
獄
思
想
は
庶
民
の
生
活
に
深
く
根
づ
き
、
多
く
の
地

獄
を
も
と
に
し
た
次
の
よ
う
な
生
活
用
語
が
生
れ
た
。

困
捕
え
殺
す
意
-
地
獄
落
。

　

回
苦
悩
の
境
界
の
意
-

「
聞
い
て
極
楽
、
見
て
地

獄
」
、

「
地
獄
で
仏
」
。

　

㈲
ひ
ど
い
扱
い
の
意
-

「
地
獄
詰
」
。

岡
逃
げ
ら
れ
な

い
境
地
の
意
―

「
地
獄
」
(私
娼
)
、

「
地
獄
虫
」
(蟻
地
獄
)。
哨
超
人
的
能
力
の

日
本
近
代
小
説
の
背
骨



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

身
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
も
、
目
ま
ぐ
る
し
い
現
代
の
世
相
は
、
我
々
に
気
楽
に

暮
す
こ
と
を
許
さ
ず
、
複
雑
な
家
庭
問
題

・
職
場
で
の
悩
み
等
が
と
り
ま
い
て
不
安

の
中
に
生
活
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
不
安
の
な
い

世
界
-
極
楽
を
1　
の
人
が
望
ん
だ
の
も
納
得
出
来
る
　0
そ
こ
で
不
安
の
な
い
世
界
に

行
き
た
い
と
願
い
、
そ
の
た
め
に
は
こ
の
世
で
何
を
し
た
ら

一
番
よ
い
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
、

「
こ
の
世
に
お
け
る
生
の
意
義
」
が
間
わ
れ
真
剣
に
討
議
さ
れ
、
研

究
さ
れ
、
結
局

「
不
安
の
な
い
桃
源
郷
(極
楽
)」
に
生
れ
る
素
因
を
作
る
こ
と
が
そ

れ
へ
の
近
道
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

「
不
安
の
な
い
桃
源
郷

(極

楽
)
」
と
は
対
照
的
な

「
不
安
の
あ
る
世
界
1
苦
の
世
界

(地
獄
)」

を
創
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
そ
の
世
界
に
生
れ
な
い
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
し
、
今
も
こ
の
人

間
が
永
久
に
克
服
出
来
な
い
と
さ
れ
る
病

・
老

・
死

・
欲
を
そ
れ
で
も
克
服
に
向

っ

て
努
力
し
、
よ
り
よ
い
社
会
、
よ
力
住
み
や
す
い
世
界
の
実
現
に
向

っ
て
努
力
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。

「
情
緒

・
思
想
を
想
像
の
力
を
借
り
、
言
語
ま
た
は
文
字
に
よ

っ
て
表
現
し
た
芸

術
作
品
が
文
学
」
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
近
代
作
家
達
は
、
こ
れ
ら
を
ど
う
表
現

し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

O
註防
頑
馴

新村出編
(岩
波書店刊
)

六
四

イ

四

-

-

江
州
商
人
の
世
界
を
客
観
的
に
描
い
た
作
家
外
村
繁
は
、
彼
自
身
の
生
涯
の
性
欲

史
の究
明
勁
いわ
れ
る作
品
「澪標
」
(昭
三
五
・九
「群
像
」)
の中
で、

私
は
お
偕
が
恐
し
か

っ
た
。
鬼
も
恐
し
か
っ
た
。
幽
霊
も
、
人
魂
も
、
死
び

と
も
恐
し
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
等
の
恐
し
い
も
の
は
、
決

っ
て
暗
い
と
こ
ろ

に
ゐ
た
や
う
で
、
も
と
よ
り
視
覚
的
記
憶
は
な
い
。
二
丈
坊
や
、
ろ
く
ろ

っ
首

の
記
憶
に
し
て
も
、
仮
り
に
そ
の
形
を
描
き
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
後
年
の

修
飾
で
あ
る
。
し
か
し
幼
年
期
の
、
形
の
な
い
、
あ
の
漠
然
と
し
た
恐
怖
の
記

憶
は
、
今
も
朧
朧
と
、
し
か
し
確
か
に
残

っ
て
ゐ
る
。
…
…

幼
年
期
の
、
こ
の
や
う
な
覚
束
な
い
記
憶
の
中
に
、
今
も
極
め
て
鮮
明
な
印

象
を
刻
ん
で
ゐ
る
、

一
つ
の
記
憶
が
あ
る
。
地
獄
絵
の
中
に
ゐ
る
女
亡
者
の
姿

で
あ
る
。

字
の
中
央
、
観
音
寺
山
城
の
鬼
門
に
あ
た
る
と
伝

へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、

小
堂
宇
が
あ
る
。

一
人
の
老
尼
が
守

っ
て
ゐ
る
。
春
秋
の
彼
岸
会
に
、
地
獄
極

楽
の
絵
が
堂
内
に
掛
け
ら
れ
る
。
こ
ん
な
小
堂
宇
が
所
蔵
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
絵
画
と
し
て
は
勝
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
私
は
文
字
通

り
戦
慄
し
た
。

赤
と
黒
の
、
あ
の
あ
く
ど
い
色
彩
を
背
景
に
し
て
、
女
亡
者
達
は
い
づ
れ
も

半
裸
体
で
あ
る
。
肌
は
ま

っ
白
に
塗
ら
れ
、
短
い
、
赤
い
腰
巻
を
し
て
ゐ
る
。



と
記
し
て
い
る
。
こ
の
幼
年
期
の
体
験
と
、
後
の

「
出
家
と
そ
の
弟
子
」

　

(倉
田

百
三
)
と
の
出
合
い
が
機
縁
と
な
っ
て

「
敬
異
紗
」
に
傾
倒
さ
せ
、
病
に
倒
れ
た
妻

の看護1
地獄
の生活を描
いた
「夢幻泡影」(昭
二四年
「文芸春秋」)
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
昭
和
三
十
二
年
十

一
月
に
上
顎
腫
瘍
が
発
見
さ
れ
以
後
四

年
間
の
斗
病
生
活
を
続
け
、
そ
の
間
に
も
色
々
と
作
品
を
発
表
し
た
。
し
か
も
、
そ

の
中
再
婚
の
妻
も
乳
ガ
ン
に
か
か
り
再
度
の
手
術
を
受
け
、
夫
婦
揃

っ
て
放
射
線
治

療
に
通
う
と
い
う
生
活
を
続
け
る
の
で
あ
る
。
ガ
ン
と
い
り
確
実
に
迫
り
来
る
死
の

病
を
前
に
し
て
の
外
村
の
心
境
は
地
獄
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
従

っ
て
、
そ
の
酸

鼻
な
状
景
を
描
い
た

「
澪
標
」
や

「
濡
れ
に
ぞ
濡
れ
し
」

　

(
昭
三
六

・
二

「
週
刊
現

代
」
)
は
、
そ
の
ま
ま

「
地
獄
」
の
描
写
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

「
家
」
の
問
題
を
終
生
の
テ
ー
マ
と
し
た
太
宰
治
は
、

「
思
ひ
出
」

　

(
昭
八

・
四

・
六
七

「
海
豹
」
)
に

(だ
け
は
)
お
寺
へ
屡
々
連
れ
て
行

っ
て
、
地
獄

・
極
楽
の
御
絵
掛
地
を
見

せ
て
説
明
し
た
。
火
を
放
け
た
人
は
赤
い
火
の
め
ら
め
ら
燃
え
て
ゐ
る
篭
を
背

負
は
さ
れ
、
め
か
け
持

っ
た
人
は
二
つ
の
首
の
あ
る
青
い
蛇
に
か
ら
だ
を
巻
か

れ
て
、
せ
つ
な
が
っ
て
ゐ
た
。
血
の
池
や
、
針
の
山
や
、
無
間
奈
落
と
い
ふ
白

い
煙
の
た
ち
こ
め
た
底
知
れ
ぬ
深
い
穴
や
、
到
る
と
こ
ろ
で
、
蒼
白
く
痩
せ
た

ひ
と
た
ち
が
口
を
小
さ
く
あ
け
て
泣
き
叫
ん
で
ゐ
た
。
嘘
を
吐
け
ば
地
獄

へ
行

っ
て
こ
の
や
う
に
鬼
の
た
め
に
舌
を
抜
か
れ
る
の
だ
、
と
聞
か
さ
れ
た
と
き
に

は
恐
ろ
し
く
て
泣
き
出
し
た
。

そ
の
お
寺
の
裏
は
小
高
い
墓
地
に
な

っ
て
ゐ
て
、
山
吹
か
な
に
か
の
生
垣
に

日
本
近
代
小
説
の
背
骨

沿
う
て
た
く
さ
ん
の
卒
堵
婆
が
林
の
や
う
に
立

っ
て
ゐ
た
。
卒
堵
婆
に
は
、
満

月
ほ
ど
の
大
き
さ
で
車
の
や
う
な
黒
い
鉄
の
輪
の
つ
い
て
ゐ
る
の
が
あ

っ
て
、

そ
の
輪
を
か
ら
か
ら
廻
し
て
、
や
が
て
、
そ
の
ま
ま
止

っ
て
じ

っ
と
動
か
な
い

な
ら
そ
の
廻
し
た
人
は
極
楽

へ
行
き
、

一
旦
と
ま
り
そ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
又

か
ら
ん
と
逆
に
廻
れ
ば
地
獄
へ
落
ち
る
、
と
だ
け
は
言

っ
た
。
…
…

六
五

の
描
写
が
あ
る
。

亀
井
勝

一
郎
氏
は
、
中
原
中
也
と
太
宰
治
の
文
学
を
評
し
て

中
原
中
也
こ
そ
太
宰
治
の
先
駆
で
あ

っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
大
宰
の
文
学
か
ら
ひ
び
い
て
く
る
の
も
、
「
汚
れ

っ
ち
ま

っ
た
悲
し
み
」

で
あ
り
、
後
に
そ
れ
は

「
罪
の
意
識
」
と
化
し
た
。
大
宰
が
晩
年
に
な

っ
て
聖

1　
に
い
よ
い
よ
傾
倒
し
た
よ
う
に
、
中
也
は
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
お
も
む
く
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
無
頼
派
で
あ
り
、
同
時
に
激
し
く
深
い
祈
り
を
秘
め
て
い
た
。

こ
の
二
人
に
共
通
し
た
点
は

「
人
間
廃
墟
」
と
い
う
自
覚
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
分
を

「
廃
墟
」
と
化
し
て
、
そ
こ
に
廃
墟
と
し
て
の
生
命
を
涌
出
さ
せ
よ
う

と
い
う
か
な
し
い
演
技
が
み
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
虚
構
と
の
み
考
え
る
の
は
不
当

だ
。
彼
ら
の
生
の
必
然
と
し
て
殆
ん
ど
生
得
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
廃
墟
感
が

つ
き
ま
と

っ
て
い
る
。
…
…
…
と
こ
ろ
で
私
が
今
ま
で
述
べ
て
き
た
点
は
、
大

宰
文
学
の
半
面
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
作
品
に
廃
墟
感
の
暗
さ
の
み
見
る
の
は
不

当
だ
。
…
…



と
い

六
六

を
明
示
し
た
。
親
鸞
も
ま
た

「
罪
深
き
我
々
は
、
死
ぬ
時
は

一
人
だ
」
と
人
生
を
凝

視
し
、
そ
の
罪
深
く
不
安
に
悩
む
我
々
に
念
仏
を
与
え
た
。
大
宰
は

「
罪
意
識
に
さ

い
な
ま
れ
な
が
ら
」
も
、
こ
の
世
を
不
可
解
な
不
安
な
世
-
地
獄
と
見
て
、
心
の
不

安
を
除
く
こ
と
が
出
来
ず
し
て
、
人
生
に
グ

ッ
ト

ー
バ
イ
を
告
げ
た
の
で
は
な
か

っ

た
だ
ろ
う
か
。

○
註
1

　

日
本
近
代
文
学
大
事
典

(講
談
社
刊
)

○
註
2

　

太
宰

　

治
集

　

日
本
文
学
全
集

(筑
摩
書
房
)

　

「
人
と
文
学

」

○
註
3

　

作
品

「
人
間
失
格
」
出
典

　

註
2
と
同
じ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

っ
て
い
る
が
、
私
は
そ
れ
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
他
の
作
口聊
、
太
宰
が

と
描
い
て
い
る
所
を
み
る
と
、
聖
書
に
傾
倒
し
た
と
は
云
え
、
幼
時
の
地
獄
観
が

彼
の
何
処
か
に
残

っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
大
宰
の
未
来

へ
の
危
険

・
挫

折

・
破
局

・
喪
失
に
対
す
る
不
安
が
、
こ
の
世
を
地
獄
と
思
惟
し
、
不
安
を
脱
し
よ

う
と
努
め
て
脱
し
き
れ
な
か

っ
た
時

「
人
間
失
格
」
と
な

っ
た
の
で
は

な

か

ろ

う

か
。
つ
ま
り
、
釈
迦
が

「
こ
の
世
は
生

・
死

・
老

・
苦
」
と
喝
破
し
、
サ
ル
ト
ル
は

「
人
間
を
不
安
感
の
苦
し
み
だ
」
と
云
い
、

「
人
間
そ
の
も
の
が
苦
」
と
し
た
の
と

同
様
に
、
大
宰
も
亦
、
亀
井
氏
の
い
う
よ
う
に

「
人
間
廃
墟
」
と
自
覚
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
パ
ス
カ
ル
は

「
人
間
は
ひ
と
り
死
ぬ
だ
け
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
誰
も

珀
標
て
扨
く
れ
夕
い
の
が
人
生
で
あ
り
、
誰
し
も
心
に
安
ら
ぎ
を
え
て
い
な
い
こ
之

明
治

・
大
正

・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
文
学
史
の
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
泉
鏡
花
が
書
い
た
、
神
秘

・
幻
怪
な
超
現
実
的
世
界
を
描
い
た

「
高
野
聖
」

　

(明

治
三
二
こ
I
「
新
小
説
」
)
を
み
て
み
よ
う
。

其
時
は
早
や
、
夜
が
も
の
に
讐

へ
る
と
谷
の
底
ぢ
や
、
自
痰
が
だ
ら
し
な
い

寝
息
も
聞
え
な
く
な
る
と
、
忽
ち
戸
の
外
に
も
の
の
気
勢
が
し
て
来
た
。

獣
の
輦
音
の
や
う
で
、
然
ま
で
遠
く
の
方
か
ら
歩
行
い
て
来
だ
の
で
は
な
い

や
う
、
猿
も
、
墓
も
、
居
る処
と、
気
休
め
に先
づ
考
へた
が、
な
か
く
何

う
し
て
。

暫
く
す
る
と
今
其
奴
が
正
面
の
戸
に
近
い
た
な
と
思

っ
た
の
が
、
羊
の
鳴
声

に
な
る
。

私
は
其
の
方
を
枕
に
し
て
居
た
の
ぢ
ゃ
か
ら
、
つ
ま
り
枕
頭
の
戸
外
ぢ
ゃ
な
。

つ
ま
り
、
自
分
に
は
人
間
の
営
み
と
い
ふ
も
の
が
未
だ
に
何
も
わ
か

っ
て
ゐ

な
い
、
と
い
ふ
事
に
な
り
さ
う
で
す
。
自
分
の
幸
福
の
観
念
と
、
世
の
す
べ
て

の
人
た
ち
の
幸
福
の
観
念
と
が
’
ま
る
で
食
ひ
ち
が
っ
て
ゐ
る
や
う
な
不
安
、

自
分
は
そ
の
不
安
の
た
め
に
夜
々
、
転
職
し
、
呻
吟
し
、
発
狂
し
か
け
た
事
さ

へ
あ
り
ま
す
。
自
分
は
い
っ
た
い
幸
福
な
の
で
せ
う
か
。
…
…
…

つ
ま
り
、
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
隣
人
の
苦
し
み
の
性
質
、
程
度
が
、
ま
る

で
見
当
が
つ
か
な
い
の
で
す
。
プ
ラ
ク
テ
カ
タ
な
苦
し
み
、
た
だ
、
め
し
を
食

へ
た
ら
そ
れ
で
解
決
で
き
る
苦
し
み
、
し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
最
も
強
い
苦
痛
で
、

自
分
の
例
の
十
個
の
禍
ひ
な
ど
、
吹

っ
飛
ん
で
し
ま
ふ
程
の
、
凄
惨
な
阿
鼻
地

獄
な
の
か
も
知
れ
な
い
、
…
…



葉
が
戦
ぐ
気
色
だ
っ
た
。
…
…

の
最
初
の
少
年
向
き
作
品

「
蜘
蛛
の
糸
」

　

(大
七

・
七

「
赤
い
鳥
」
)

　

を
み
て
み
よ

或
日
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
釈
迦
様
は
極
楽
の
蓮
池
の
ふ
ち
を
、
独
り
で

ぶ
ら
ぶ
ら
御
歩
き
に
な

っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
…
…

や
が
て
御
釈
迦
様
は
そ
の
池
の
ふ
ち
に
御
佇
み
に
な

っ
て
、
水
の
面
を
蔽

っ

て
ゐ
る
蓮
の
葉
の
間
か
ら
、
ふ
と
下
の
容
子
を
御
覧
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
極

楽
の
蓮
池
の
下
は
丁
度
地
獄
の
底
に
当

っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
水
晶
の
や
う
な

水
を
徹
し
て
、
三
途
の
河
や
針
の
山
の
景
色
が
、
丁
度
覗
き
眼
鏡
を
見
る
や
う

に
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
る
と
そ
の
地
獄
の
底
に
、
但
陀
多
と
云
ふ
男
が
、

一
人
外
の
罪
人
と

一
し

よ
に
召
い
て
ゐ
る
姿
が
、
御
眼
に
止
り
ま
し
た
。
こ
の
樅
陀
多
と
云
ふ
男
は
、

人
を
殺
し
た
り
家
に
火
を
つ
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
悪
事
を
働
い
た
大
泥
坊
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
た
っ
た

一
つ
善
い
事
を
致
し
た
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。

暫
く
す
る
と
、
右
手
の
彼
の
紫
陽
花
が
咲
い
て
居
た
其
の
花
の
下
あ
た
り
で
鳥

の
羽
ば
た
き
す
る
音
。

む
さ
さ
び
か
知
ら
ぬ
がき
ツく
と
い
って屋
の棟
へ、
徳
て凡
そ
小
山
ほ

ど
あ
ら
う
と
気
取
ら
れ
る
の
が
胸
を
圧
す
ほ
ど
に
近
い
て
来
て
、
牛
が
鳴
い
た
、

遠
く
の彼
方
か
ら
ひ
た
く
と
小
刻
に駆
け
て来
る
のは
、
二木
足
に草
鮭
を

穿
いた
獣
と思
はれ
た、
いや
さ
まざ
ま
にむ
ら
く
と家
のぐ
るり
を取
巻

い
た
や
う
で
、
二
十
三
十
の
も
の
の
鼻
息
、
羽
音
、
中
に
は
瘤
い
て
居
る
の
が

あ
る
。
恰
も
何
よ
、
そ
れ
畜
生
道
の
地
獄
の
絵
を
、
月
夜
に
映
し
た
や
う
な
怪

し
の姿
が板
戸
一重
、
魁
魅
魁
畑
と
いふ
の
であ
ら
う
か
、
ざ
わ
く
と木
の

(
二
十
三
)

こ
れ
は
、

「
蜘
蛛
の
糸
」
の
冒
頭
の
文
で
あ
る
。
話
は
、

「
樅
陀
多
が
、
か
つ

て
小
さ
な
蜘
蛛
を
助
け
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
釈
迦
が
、
蜘
蛛
の
糸
を
地
獄
の
底

へ
ま
っ
す
ぐ
に
お
ろ
さ
れ
た
。
喜
ん
だ
腿
陀
多
が

一
人
で
よ
じ
の
ぼ
り
地
獄
か
ら
の

脱
出
を
は
か

っ
た
。
が
、
そ
の
よ
じ
の
ぼ

っ
て
い
る
糸
の
先
に
は
数
多
の
罪
人
共
が

ブ
ラ
下

っ
て
お
り
、
糸
の
切
れ
る
の
を
恐
れ
た
将
陀
多
は
、

『
こ
ら
、
罪
人
ど
も
。

こ
の
蜘
蛛
の
糸
は
己
の
も
の
だ
ぞ
。
お
前
た
ち
は

一
体
誰
に
尋
い
て
、
の
ぼ

っ
て
来

六
七

1

一

・

●

一

一

こ
こ
は
、
若
い
僧
が
山
中
の
道
を
蛇
や
山
蛭
に
苦
し
め
な
が
ら
や
っ
と
一
軒
家
に

辿
り
つ
き
、

一
夜
の
宿
を
得
た
。
そ
の
夜
山
中
の

一
軒
家
を
襲

っ
て
く
る
怪
獣
怪
鳥

の
啼
き
声
や
羽
傅
き
を
描
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
作
者
の
記
す

「
畜
生
道
の

地
獄
図
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
作
者
は
、
こ
の
世
に

は
人
間
を
脅
や
か
す
妖
怪
変
化
と
い
っ
た
不
可
思
議
な
力
を
持

っ
た
も
の
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
述
べ
る
と
共
に
、
そ
の
不
可
抗
力
と
も
い
う
べ
き
鬼
神
力
を
、
観
音
の

力
に
よ

っ
て
助
け
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
描
写
が
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
地

獄
図
で
あ
り
、
外
村
や
大
宰
の
描
写
と
違
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
か

こ
う
し
た
作
品
を
書
い
た
の
は
、
熱
心
な
信
者
で
あ

っ
た
父
親
や
、
お
寺
参
り
に
よ

る
影
響
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
鋭
い
美
的
感
覚
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
短
篇
物
を
書
き
残
し
た
芥
川
龍
之
介

弱
木
五
代
小
説
の
脅
骨



六
八

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
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要
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七

・
八
合
併
号

だ
下
り
ろ
。
下
り
ろ
。
』
と
叫
ぶ
と
、

急
に
糸
は
腱
陀
多
の
ぶ
ら
下
っ
て
い
る
所
か

ら
切
れ
た
」
と
な

っ
て
終

っ
て
い
る
。

要
す
る
に
こ
の
話
は
悪
人
将
陀
多
が
生
前

一
匹
の
蜘
蛛
の
命
を
助
け
た
と
い
う
理

由
、
で
釈
迦
に
救
わ
れ
よ
う
と
す
る
が
、
自
分

一
人
だ
け
助
か
ろ
う
と
す
る
利
己
心

(
こ
こ
で
は
無
慈
悲
な
心
)
に
よ

っ
て
、
再
度
地
獄

へ
落
ち
る
と
い
う
因
果
物
語
で

あ
る
。
勿
論
、
こ
の
話
は
ポ
ー
ク
・
ケ
ー
ーフ
芦
の
作
品

「
カ
y
マ
」
所
収
の

「
蜘
蛛

の
糸
」
を
素
材
と
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
の
因
果
説
に
添

っ
た

も
のであり、
エゴイズ
ムー
自分さえ救
われたらよ
いと
いう考
え
が、結

局
仲
間
は
勿
論
の
こ
と
自
分
を
も
破
滅
に
導
く
こ
と
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
で
、
こ
の
小
論
を
終
え
る
が
、
実
は
、
こ
の
小
論
は
佛
教
文
化
研
究
所
の
所

員
研
究
発
表
会
で
発
表
し
た
も
の
を
、
稿
を
改
め
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、

紙
数
の
関
係
上
、
近
代
作
家
の
作
品
が
二
~
三
に
留

っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
稿
を
想
い
た
っ
た
理
由
は
、
目
を
外
に
む
け
た
時
、
軍
備
競
争
は
劇

し
く
戦
争
の
危
機
を
は
ら
み
、

一
方
国
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
僧
侶
は
仏
を
生
活
の

手
段
に
の
み
用
い
る
と
い
う
堕
落
ぶ
り
で
あ
り
、
青
年
は
罪
の
恐
ろ
し
さ
、
命
の
尊

さ
を
知
ら
ず
、
暴
力

・
い
じ
め
の
問
題
や
自
殺
問
題
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
平
安

末
期
の
末
法
思
想
は
、
今
こ
そ
正
に
そ
の
文
字
通
り
終
末
の
時
期
を
迎
え
た
と
思
う

の
で
、
敢
え
て

「
地
獄
」
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
た
。


